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7 月 22 日～24 日、兵庫県の

三木ホースランドパークで開

催された第 74 回全日本障害

馬術大会 PartⅡに９頭の遠

野馬が出場。7 頭が決勝進出

し、2 頭が内国産(130cm)と

中障害 C(120cm)でそれぞれ

優勝しました。 

 内国産競技フォトセッション（左端：トオノ・インパルス） 

内国産優勝はライディングパーク土佐の深水伸平選手と

トオノ・インパルス。「コンビを組んで 10年になりま

すが、今まで乗った馬の中でも特別な存在です。自己主

張が強く体も小さいので、スピードに乗って馬の邪魔を

しないようにしています。もともと 140m を跳んでいま

したが、年齢のことを考えて昨年から 130cmにしまし

た。今回は予選の調子が良くて一位しかないと思ってい

ましたので、すごく嬉しいです。16 歳なので全日本出  

場は今年が最後になると思います」とのことでした。 内国産優勝 トオノ・インパルス(牝 16)と深水伸平選手 

*トオノ・インパルス（幼名：ジャリスコ・ルージュⅢ） 2006年生まれ 父フリーデンスラート 母ガミンヌ・ルージュ  

 

中障害 C 優勝はニシワキステーブルの西脇小夜子選手と

セルヴィス。「セルヴィスと出会って 1 年半、手入れや

普段の運動も自分でやってきたので信頼関係が築けてい

ると思います。私自身もセルヴィスと一緒なら常に勝ち

にいけると思えるようになりました。今回は馬が年齢的

にピークを過ぎているので勝てて本当に嬉しいです」 

2015 年長崎国体では遠野産馬のフリーデンティアモに

騎乗し優勝した西脇選手(当時柿澤選手)。今年はセル 

中障害 C 優勝 セルヴィス(牝 17)と西脇小夜子選手 ヴィスと共に栃木国体に出場予定だそうです。 

*セルヴィス(幼名：リディア 旧名：ゴールデン・レディー) 2005年生まれ 父フロドラジェルベーズ 母ラディリア 

第 74回全日本障害馬術大会Ⅱ出場の遠野馬 

内国産：ｱﾙﾃﾐｽ(ﾍﾟｶﾞｻｽ乗馬ｸﾗﾌﾞ) 中障害 C：ﾊﾔﾃ･ﾍﾟｶﾞｻｽ（ﾍﾟｶﾞｻｽ乗馬ｸﾗﾌﾞ）ﾅｲﾙｹﾞｰﾑｽﾀｰ AⅡ(Tokai ﾎｰｽﾊﾟｰｸ)  

中障害 D：ﾏﾘｱﾝﾊﾀﾝｺﾞｱ A ﾋﾞｸﾄﾘｱﾝﾛｰｽﾞ(Tokai ﾎｰｽﾊﾟｰｸ) ﾏﾃﾞｨｰﾗｲｱﾝ(ﾍﾟｶﾞｻｽ乗馬ｸﾗﾌﾞ) ダービー：ﾌﾛﾑ A(岡山乗馬倶楽部) 


